
外国人住民に関する就労、日本語教育、医療、防災、地域コミュニティ等における課題は、残念なが
ら順調な道筋を歩むことなく、拡大し、深刻化しているといわざるを得ない状況です。
このような中、長年にわたって、外国人住民に寄り添い、課題に正面から向き合い、精力的な活動を

続けているＮＰＯ法人愛伝舎理事長 坂本久海子さんに、三重県における多文化共生の実像、実現に向
けた課題、解決に向けた道筋について、２回にわたって熱く語っていただきます。

（三重県在住外国人の状況）
１９９０年（平成２年）の出入国管理及び難民認定法（入管法）改正により、新たな在留資格として「定住者」「日

本人の配偶者等」が創設され、ブラジル，ペルー等の中南米日系人移住者は、日系 3 世まで就労可能となりました。
これ以降、三重県の外国人住民数は、リーマンショック後の数年を除いては年々増加し、１９８９年（平成元年）に

１万４１１人であったところ、２０２２年（令和４年）１２月末には、過去最高の５万７，２７９人となりました。

講師 特定非営利活動法人 愛伝舎 理事長 坂本久海子さん

第１回 令和５年４月２８日（金） １３時２０分～１６時
・三重県に暮らす外国人の状況
・愛伝舎の思いとこれまでの取組
・なぜ多文化共生社会づくりが必要なのか。

第２回 令和５年５月１２日（金） １３時２０分～１６時
・三重県における多文化共生の実像と課題
・人口減少と多文化共生社会実現への道筋
・三重県が日本一の「多文化共生社会」になるために（提案）

場所 三重県総合文化センター 生涯学習センター 視聴覚室
（〒514-0061 三重県津市一身田上津部田1234）

（公財）三重県国際交流財団 令和５年度 多文化共生セミナー

ＮＰＯ法人愛伝舎理事長 坂本久海子さん 熱く語る！

日本一の多文化共生社会・みえをめざして

～ 多文化共生社会実現に向けた課題の真相と今後の方向性 ～

無 料

三重県内の外国人住民の状況 （令和４年１２月末）

ネパールインドネシアペルー韓 国中 国フィリピンベトナムブラジル県全体国 籍

２，２１０人２，５３０人３，１４４人３，８８２人６，０４０人７，７２３人１０，６８３人１３，０６１人５７，２７９人住民数

５４．４％４７．５％０．６％△２．３％△４．２％６．３％１３．８％１．３％８．０％増減率

家族滞在日本人の配偶者等特別永住者技・人・国＊２定住者技能実習永住者在留資格

２，４０３人２，５３０人３，６３９人４，２０６人９，１０９人９，２９５人１８，５６１人人 数 ＊1

＊２ 技・人・国 技術・人文知識・国際業務＊１ 在留管理庁 令和4年6月調査

主催 後援 三重県・三重県教育委員会
協力 JICA 三重県デスク



坂本久海子さん プロフィール

熱海市生まれ。 明治学院大学社会学部卒業

１９９３～１９９８年 家族でブラジルに滞在。

帰国後2002年より、鈴鹿市の小学校の国際教室で、非常勤講師として勤務し、

外国籍の子供の教育に携わる。子供を通して、教育だけでなく、外国人の生活全

般において日本の社会に受け入れる仕組みがないと感じ、2005年、外国人支援、

多文化共生社会づくりを目指して、NPO法人 愛伝舎を設立。

活動を始め、日本語教室、生活適応セミナー、外国人人材介護研修、就労支援などに取り組む。

令和元年7月10日、東海3県の団体と共に「外国人支援・多文化共生ネット」を設立し、代表に就任。

今後、更に増加する外国人との共生社会づくりを目指して、継続的に名古屋出入国在留管理局と連携、

意見交換を重ね、名古屋出入国在留管理局を通じて国への提案を行う。

外国人との共生社会づくりは、日本の人口減少の一面として捉え、「多様性が豊かさになる、多文化共生社

会づくり」に力を注いでいる。

三重県国際交流財団 多文化共生セミナー参加申込書

（ふりがな）
お 名 前

住所（市町名）

メールアドレス

電話番号

A: 第1回（４月２８日） 第2回（５月１２日）とも参加

B１: 第1回（４月２８日）のみ参加

B２: 第2回（５月１２日）のみ参加

参加セミナー

(所 属 等)

所 属 等
１.市民活動団体 ２.日本語教育関係者 3.財団賛助会員・パートナー

４.企業役職員 ５.団体役職員 ６.教職員 ７.県・市町議会議員

８.市町職員 ９.県職員 １０．その他（ ）

＜ご参加いただく皆様へ＞ 発熱、咳などの症状がある場合は、ご来場を自粛ください。

右のＱＲコードか、下記のＦＡＸ、メールで申し込んでください。

514-0009 津市羽所町７００ アスト津３階

TEL:０５９－２2３－５００６ FAX：０５９－２２３－５００７

Mail : mief@mief.or.jp URL:  http://www.mief.or.jp/


